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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
同
窓
会
活
動
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
、
そ
し
て
九

州
保
健
福
祉
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
２
０
０
３
年
３
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
数
は
学
部
生
５
，１
３
７
名
、
通
信
教
育
部
学

部
生
１
，６
５
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
韓
国
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
も
７
名
が
卒
業

い
た
し
ま
し
た
。

　

同
窓
生
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
広
範
囲
に
住
ま
い
、
各
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
ま
だ
半
数
以
上
の
方
が
同
窓
会
に
入
会
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
未
入
会
の
皆
様
に
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会
し
て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。
２
０
１
２
年
10
月
に
は
、
初
の
支
部
が
鹿
児
島
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
そ

れ
に
続
く
、
地
方
支
部
が
全
国
各
地
に
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
皆
様
方

の
交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
11
月
22
日
に
は
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

ｉ
ｎ
の
べ
お
か
が
九
州
保
健
福
祉
大
学
を
会
場
と
し
て
大
々
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
外
よ
り
約
1
万
7
千
人
の
方
々
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
著
名
な
文
化
人
の
講
座
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
は
エ
ン
ジ
ン
01
実
行
委
員
会
へ
の
寄
付
と
と
も
に
、
学
内
を
観

葉
植
物
と
花
で
飾
る
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
々
か
ら
は
、
美
し
く
植
物
で

飾
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
感
嘆
の
声
が
上
が
り
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
植
物
は
現
在
も
在
学
生
の
目
と
心
を
和
ま
せ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
同
窓
生
と
九
州
保
健
福
祉
大
学
の
為
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
す

が
、
皆
様
に
は
さ
ら
に
多
く
の
友
情
の
輪
を
築
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
活
動

が
皆
様
方
の
人
生
の
一
助
と
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
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ごあいさつ

九州保健福祉大学　同窓会 会報

　

九
州
保
健
福
祉
大
学
同
窓
会
が
、
初
め
て
そ
の
同
窓
会
会
報
誌
発
行
を
計
画

し
実
行
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
大
学
は
、
創
設
さ
れ
て
今
年
で
17
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
社
会
福

祉
分
野
や
医
療
現
場
に
お
い
て
、
指
導
的
立
場
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
卒
業
生

に
お
会
い
し
て
頼
も
し
く
・
う
れ
し
く
思
い
、
一
方
、
将
来
指
導
者
と
し
て
活

躍
で
き
る
優
秀
な
人
材
を
社
会
に
輩
出
し
て
い
る
こ
と
を
、
教
員
の
一
人
と
し

て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
大
学
は
、
創
設
以
来
、
薬
学
部
（
薬
学
科
、
動
物
生
命
薬
科
学
科
）
お
よ

び
生
命
医
科
学
部
（
生
命
医
科
学
科
）
を
併
設
し
、
福
祉
・
保
健
、
お
よ
び
医

療
分
野
に
お
け
る
多
種
多
様
な
領
域
を
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
す
る
専
門
職
人
材
の

育
成
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
教
員
は
、
同
窓
会
員
の
皆
様
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
専
門
領
域
の
み

な
ら
ず
関
連
分
野
に
お
い
て
も
指
導
的
立
場
で
こ
の
社
会
を
よ
り
良
き
方
向
に

牽
引
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
老
婆
心
な
が
ら
同
窓
会
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
述
べ
ま
す
と
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
。
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
同
窓
会
会
合

を
通
し
て
、
先
輩
・
後
輩
に
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
話
題
に
忌
憚
の
な
い
意
見
交

換
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
生
涯
を
通
し
て
同
窓
と
し
て
の
強
い
絆
が
構
築
で

き
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
多
く
の
卒
業
生
が
同
窓
会
に
加
入
さ
れ
、

活
動
に
参
加
さ
れ
て
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

九
州
保
健
福
祉
大
学
卒
業
生
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
同
窓
会
並
び
に
母
校
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
が
平
成
11
年
に
開
学
し
て
よ
り
、
早
い
も
の
で
17
年
の
年

月
が
な
が
れ
ま
し
た
。
開
学
当
初
、
社
会
福
祉
学
部
並
び
に
保
健
科
学
部
の
2
学
部
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
学
も
、
現
在
で
は
、
社
会
福
祉
学
部
・
保
健
科
学
部
・
薬
学
部
・
生
命
医

科
学
部
の
４
学
部
に
加
え
、
通
信
教
育
部
、
大
学
院
４
研
究
科
を
有
す
る
総
合
大
学
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
者
の
ご
支
援
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
学
校
法
人
順
正
学
園
は
、
こ
の
度
、

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
九
州
保
健
福
祉
大
学
が
、
着
実
に
飛
躍
を
遂
げ
て
ま
い
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
も
、
卒
業
生
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
教

職
員
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
学
生
一
人
ひ
と
り
の
も
つ
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
引
き
伸

ば
し
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
建
学
の
理
念
の
も
と
、
更
に
充
実
し

た
学
園
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
園
や
大
学
の
成
長
に
つ
れ
て
、
皆
様
方
の
同
窓
会
組
織
も
さ
ら
に
充
実
し
、
大
規
模

な
も
の
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
学
舎
か
ら
巣
立
っ
た
皆
様
方
が
全
国
各
地
、
さ
ら
に

は
世
界
各
国
に
お
ら
れ
て
も
、
い
つ
で
も
手
を
つ
な
が
れ
、
助
け
合
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
後
に
続
く
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
、
同
窓
会
の
和
を
さ
ら
に
強

化
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
同
窓
会
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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州
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九州保健福祉大学同窓会
平成26年度　収支決算報告書

《収入の部》
科　　目 内　　訳 金　　額

会 費 収 入 15000円×196名
返納×2名 2,970,000

収 益 事 業 自動販売機売上金 335,426
雑 収 入 寸志・決算利息 81,960
前 年度繰越金 12,581,615

収入合計 15,969,001
《支出の部》

科　　目 内　　訳 金　　額

通 信 費
同窓会総会案内
同窓会入会案内
電報

994,508

人 件 費 事務職員給与 744,360
会 議 費 同窓会総会・懇親会 355,920

手 数 料
事務職員　紹介手数料
自動販売機手数料
振込手数料

299,908

委 託 費 Bik i ta利用料 189,000

消 耗 品 費
クリアホルダー
会費振込用紙
事務用品

154,504

法 定 福 利 費 労災保険料 1,704
雑 費 会費返金 30,000

支出合計 2,769,904

決 算 報 告 サテライト同窓会のご案内

自：平成26年10月1日　至：平成27年9月30日
（単位　円）

収支差額　13,199,097円
平成27年度に繰越

収入差額
収 入 合 計 15,969,001
支 出 合 計 2,769,904
収 支 差 額 13,199,097
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　平成27年11月7日（土）、ホテルメリージュ延岡(蔓
ま ん だ り ん

陀琳)にて第13回九州保
健福祉大学同窓会定期総会および懇親会が開催されました。参加者は卒業生24
名、来賓10名、同窓会役員7名、同窓会事務職員1名の計42名でした。定期総会
の報告事項では、平成26年度事業および収支決算報告が行われ、議事では平成
27年度事業計画および予算案について審議が行われました。平成27年度事業計
画では新たな事業として「同窓会誌(本誌)」の発行、「エンジン01文化戦略会議 
オープンカレッジinのべおか」への寄付事業、同窓会支部設立へ向けた「サテラ
イト同窓会の実施」、学部生応援事業として「キャリアサポートセンターとの連携」
についての審議が行われ参加者から承認が得られました。懇親会では山本副学長
よりご挨拶、坂副学長より乾杯のご発声を頂戴いたしました。同窓会後半では、
宮崎県で初開催となる「エンジン01文化戦略会議 オープンカレッジ in のべおか」
への招待券が希望者へ贈呈されました。
　今回参加された卒業生は宮崎県外(沖縄、熊本、大阪、愛媛、福岡)からの出席
者も多くいらっしゃいました。また、2015年3月に80歳（傘

さんじゅ

寿）で学士号を取
得した通信教育部卒の坂口正一さんやご夫婦ともに卒業生の方がお子様連れでご
参加いただくなど幅広い年齢層が集い大変賑やかな同窓会となりました。   

平成26年度　第13回 定期総会および懇親会のご報告　

同窓会活動報告

同窓会役員紹介 　

九
州
保
健
福
祉
大
学
卒
業
生
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
同
窓
会
並
び
に
母
校
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
が
平
成
11
年
に
開
学
し
て
よ
り
、
早
い
も
の
で
17
年
の
年

月
が
な
が
れ
ま
し
た
。
開
学
当
初
、
社
会
福
祉
学
部
並
び
に
保
健
科
学
部
の
2
学
部
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
学
も
、
現
在
で
は
、
社
会
福
祉
学
部
・
保
健
科
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部
・
薬
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部
・
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命
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の
４
学
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加
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、
通
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教
育
部
、
大
学
院
４
研
究
科
を
有
す
る
総
合
大
学
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
者
の
ご
支
援
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
学
校
法
人
順
正
学
園
は
、
こ
の
度
、

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
九
州
保
健
福
祉
大
学
が
、
着
実
に
飛
躍
を
遂
げ
て
ま
い
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
も
、
卒
業
生
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
教

職
員
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
学
生
一
人
ひ
と
り
の
も
つ
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
引
き
伸

ば
し
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
建
学
の
理
念
の
も
と
、
更
に
充
実
し

た
学
園
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
園
や
大
学
の
成
長
に
つ
れ
て
、
皆
様
方
の
同
窓
会
組
織
も
さ
ら
に
充
実
し
、
大
規
模

な
も
の
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
学
舎
か
ら
巣
立
っ
た
皆
様
方
が
全
国
各
地
、
さ
ら
に

は
世
界
各
国
に
お
ら
れ
て
も
、
い
つ
で
も
手
を
つ
な
が
れ
、
助
け
合
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
後
に
続
く
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
、
同
窓
会
の
和
を
さ
ら
に
強

化
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
同
窓
会
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

役　職 氏　　名 出身学部 出 身 学 科 卒期
会 長 佐 藤 豊 子 保 健 科 言語聴覚療法 1
副 会 長 伊 住 真 教 社 会 福 祉 臨床福祉 1

〃 田 中 睦 英 保 健 科 作業療法 1
庶 務 天 辰 雅 子 保 健 科 言語聴覚療法 2

〃 大 森 史 隆 保 健 科 言語聴覚療法 7
〃 戸 高　 翼 保 健 科 言語聴覚療法 2
〃 清 水 径 子 社 会 福 祉 東洋介護福祉 2

会 計 斎藤真之介 保 健 科 視機能療法 1

役　職 氏　　名 出身学部 出 身 学 科 卒期
会 計 田 村 省 悟 保 健 科 視 機 能 療 法 4

〃 反 田 和 宏 薬 薬 1
広　　報 吉 田　 健 保 健 科 作 業 療 法 2
会計監査 柳 田 美 緒 保 健 科 言語聴覚療法 11

名誉会長 加計美也子 学校法人順正学園　理事長
名誉顧問 迫田　隅男 九州保健福祉大学　学長
顧 問 山本　恵司 九州保健福祉大学　事務局長

サテライト同窓会 in 福岡
　九州保健福祉大学同窓会の新たな事業計画として「サテライト同窓会in福
岡」を計画しております。これまでは毎年11月に延岡市にて同窓会総会を開
催しておりましたが、県外在住の同窓生にとりましては遠方のため参加を見合
わせていた方もいらっしゃいました。そこで、九州保健福祉大学同窓会の更な
る発展と同窓生の親睦向上を目指し来る2016年10月15日（土）に福岡で
同窓会を開催いたします。
　是非、共に福岡の地で九保の仲間と楽しい時を過ごしましょう～♪
　九州北部エリアの皆さまのご参加をお待ちしております！　

　2016年10月15日（土）開催決定！
サテライト同窓会 in 福岡
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福岡でオープンキャンパスを開催
　毎年7月、8月で2回実施している九州保健福祉大学オープンキャン
パスを2015年度は7月に2回、8月に1回　計3回開催。9月には初め
て福岡でオープンキャンパスを開催しました。
　2016年度は、6月18日（土）に博多のエルガーラホールで「Open　
Campus　in福岡」を開催します！ 高校生以外の方も参加可能です。是
非お越し下さい。（参加申し込み不要）

Open Campus 2016
　6月18日（土）13：00～16：00　エルガーラホール（福岡）
　7月23日（土）11：00～15：00　九州保健福祉大学
　7月24日（日）11：00～15：00　九州保健福祉大学
　8月28日（日）11：00～15：00　九州保健福祉大学
　※詳しくは、HPをご覧ください。http://www.phoenix.ac.jp/

子弟入学制度
　順正学園では、設置校に入学する学生（但し通信制を除く）に対し、

「子弟入学制度」を設けています。
　この制度は、下記のいずれかに該当する方で、入学時までに所定
の申込書で申請された方に対し「入学金半額免除」の特典が
適用されます。

〈適用される該当者〉
　①父親または母親が、本学園設置校を卒業している方
　②兄弟、姉妹が本学園設置校を卒業または在学中の方
　③兄弟、姉妹が同一学年に入学する場合のどちらか1名

〈学園設置校〉
　九州保健福祉大学、吉備国際大学、吉備国際大学短期大学部（順
正短期大学）、順正高等看護福祉専門学校（順正高等看護専門学
校）、九州保健福祉大学総合医療専門学校

　九州保健福祉大学を運営
する学校法人順正学園は、
2016年（平成28年）４月
で創立50周年を迎えます。
1967年（昭和42年）４月に
学校法人高梁学園（現・順正学園）順正短期大学（現・吉備
国際大学短期大学部）と９月に順正高等看護専門学院（現・
順正高等看護福祉専門学校）が、地元高梁市からの強い要請
で設置されました。
　創立50周年記念式典は、2016年（平成28年）４月30
日に順正学園発祥の地である岡山県高梁市で行われます。
　また、記念事業として順正女学校の明治時代に建てられた
旧順正寮跡建物を解体修理致しております。さらに生活困窮
世帯の子どもへの食料支援を行う「順正デリシャスフード
キッズクラブ」と学習支援等を行う「順正ジョイフルキッ
ズクラブ」の活動を順正学園創立50記念事業として併せて
行っています。
　卒業生皆様の温かいご支援をお願いします。

　卒業生の皆さん、在学中、就職活動中はキャリアサポートセン
ターに足しげく通っていたことと思います。え？そうでもなかっ
た？よく顔を見せてくれていた人も、そうでなかった人も、大学に
来る機会があれば、ぜひキャリアサポートセンターに顔を出してく
ださい。皆さんが現在、どんなことをしているのか、仕事のこと、
仕事をやめたこと、転職したこと、職場の求人情報、結婚したこと、
子どもができたこと、なんでもいいです。元気な姿を見られたらと
てもうれしいです。元気のない時でも、愚痴をこぼしに来てもいい
です。ぜひ私たちに会いに来てください！

　キャリサポでは、卒業生に対する支援もしています。卒業後何年
たっていても大丈夫です。就職をせずに卒業した人や、退職し求職
中の方に対して相談や求人情報の提供などを行っています。来室す
る時には電話をしていただければ幸いですが、気軽にふらっと立ち
寄っていただいてもいいですよ。卒業生対象のFacebookもやっ
ています。就職のことだけではなく、大学の近況や様々な情報を提
供しています。時々求人情報も出しています。[サポートセンターキャ
リアキャリア]という変な名前ですが、ともだち申請お願いします。

キャリアサポートセンター：電話0982-23-5525 

入 試 情 報

キャリサポ情報

順正学園　創立50周年通信制のご紹介

大学からのお知らせ

通信教育部　2016年春期入学　募集日程

試験区分 出願期間
（締切日　消印有効）

合格
通知
発送

入学手続締切日
（締切日　必着）

Ⅲ期 平成28年3月1日（火）
　　　　　　～平成28年3月25日（金） ※ 平成28年4月15日（金）

Ⅳ期 平成28年4月1日（金）
　　　　　　～平成28年5月9日（月） ※ 平成28年5月20日（金）

※各期の合格通知発送は、各出願期間最終日の約１週間後になります。

通信教育部　入学説明会
開催地 開　催　日　時 会　　場
福　岡 平成28年3月 5日（土）10:00～12:00 深見ビル

北九州 平成28年3月 6日（日）10:00～12:00 毎日西部会館

宮　崎 平成28年3月11日（金）17:00～20:00 九州保健福祉大学
総合医療専門学校

鹿児島 平成28年3月12日（土）13:00～15:00 サンプラザ天文館

熊　本 平成28年3月13日（日）10:00～12:00 水前寺共済会館

本　学 平日　10:00～16:00 九州保健福祉大学

※2月現在の情報になっております。詳しくは、HPをご覧ください。
http://www.phoenix.ac.jp/

編集後記
　九州保健福祉大学同窓会が設立されて13年が経ちました。皆様
に会報誌第1号をお届け致します。同窓会が発足してから、教育
環境だけでなく様々な社会情勢が変化しました。とくにTwitter
やLINEなどのソーシャルネットワーキングサービス（SNS）の
発達が象徴的です。いまでは、学生生活の必須メディアとなって
います。SNSのコミュニケーションチャンネルの多様化によって、
大量の情報とつながり続ける日々です。そのような中、会報誌と
いう紙媒体のメディアが存在していることには、ある一定の意味
があるのではないでしょうか。会報誌が、同窓会という異なる年
代をつなげる一つのメディアであると信じています。これからも、
本学の情報、延岡の情報を発信していきます。

（文責：吉田）

　本同窓会は会員相互の親睦を図り、母校の隆盛に寄与することを
目的として、平成15年3月24日に設立し、皆さまからの会費により
運営しております。つきましては本同窓会の趣旨・活動をご理解い
ただき、ぜひ、ご入会いただきますようお願い申し上げます。

（会費納入には同封の専用振込用紙をご使用ください）
　尚、入会案内は入学時・卒業時にご案内しておりますので、すで
に会費をお納めいただいている方は二重にお支払いをされませんよ
うご注意ください。
　お支払いの有無の確認、その他同窓会に関するお問合せは下記ま
でお願いいたします。

事務局だより
会費納入のお願い

九州保健福祉大学同窓会事務局　℡：0982-23-5623　
E-mail : dousou@phoenix.ac.jp


